
立川と語ろう  立川に生きよう

表紙／新年の光を浴びて（残堀川）

宗教の誤解を解きたい

銭湯の絵

創刊から40年ー⑧

　����年�月末に、柴崎町にあった高砂湯が閉店しました。えくてびあん����年�月号には、
高砂湯は「昭和�年創業、立川一の老舗である」と書いてあります。時代の流れとはいえ、
寂しいことです。えくてびあん同号には、立川のお湯やさんの背景画ほとんどを手掛けた丸
山清人さん、その若き姿も掲載されています。丸山さんと言えば、数少ない銭湯背景画絵師。
立川市立第六小学校では丸山さんを迎えて「銭湯絵教室」を開催していました。お風呂の
壁画と言えば富士山ですが、竜宮もそのテーマのひとつだったのだなあとかつての掲載写真
を見て、改めて思いました。
　季節は冬。身も心も温まりたい。そんな時に銭湯はありがたい存在。スーパー銭湯もいい
けれど、こじんまりして生活の一部になっているお湯やさんが、やっぱり身近でいいですね。
　さて前号に北口駅前のペデストリアンデッキを取り上げました。初代のペデストリアンデッキ
は青（水色）でした。赤になった時は衝撃でしたが、今となるとなかなかいい色
ですよね。

えくてびあんの写真から

他の写真はこちらで
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手打蕎麦　田堀
立川市幸町3-34-4　TEL 042-536-0291
定休日　毎週火曜日と第３月曜日
営業時間　11：00～15：00 

（お蕎麦が無くなると終了することもあります）

幸町の手打蕎麦
季節柄、温かいお蕎麦もおいしいけれど

香り高くシャキッとした食感、冷たいお蕎麦は外せない

そばがき揚げも忘れずに

　大きくてプリプリの牡蠣が入った牡蠣南蛮。温かいお蕎麦です。冷たいお蕎麦を温かい牡蠣の汁につけるのは、
牡蠣汁。季節が届けてくれるごちそうです。もちろんいつも通りの鴨汁も美味しい。寒くても食べたくなるのが、
辛み大根のおろし蕎麦。蕎麦の香りが一層増すような気がします。だし巻き卵もおいしいし、鴨の燻製もおい
しいし、でもやっぱり外せないのは、そばがき揚げ。ハフハフ言いながら、熱々をタレにつけて召し上がれ。

田堀の蕎麦

牡蠣南蛮そば。絶品。

蕎麦の美味しさを引きだす辛い大根、ベストマッチ。 そばがき揚げ。揚げてもさっぱり。

つきたてのお餅のようなそばがき。
口に入れるとねっとり、いい里芋のような食感

冷酒が出ると、昼からでも飲みたくなるとお客様



ネットでも公開しています

極地研（国立極地研究所）　 〈地球の歴史から見える 地球の未来〉　　　 　　　　  ㉗ ［立川の研究者たち］

――ご無沙汰しています。前回インタビュー
させていただいたのは10年くらい前でした
か。
工藤　15年じゃない？ 51次が南極に行く
前だから。2008年の夏ころだよ。
――先月出発したのが65次ですものね。
先生もよく南極に行ってましたよね。
工藤　毎年ね。40次越冬隊から始めて、
41次で戻り、42次はお休み、43、44次は
夏隊、45次でまた越冬して、46次で帰って
きて、47次はお休みして、48、49は夏隊、
51次で越冬隊長、52次で戻ってきて、55
次の夏隊、55次はスペインの基地の方に行っ
て仕事して、そこでおしまい。かみさんがガ
ンで死んじゃったから。娘はもう大きかっ
たけど、息子がまだ小学校1年でさ、そい
つを育てなきゃならなくて、9年前から南極
には行ってない。
――ええ！
工藤　南極には行きたかったし、残念だっ
たけど、データだけは取ってきてもらうよう
に頼んで、データや試料を集めてきてもらっ
て、分析したりして。
――奥様、頑張ってらしたんですね。
工藤　かわいそうだったよね。子育てって
大変だなと思うよ。昨年、大学院生が1人
博士を取ってくれたんだけど、息子の子育て
よりそっちの方が100倍楽だった。
――奥様が亡くなられて痛手だったんです
ね。
工藤　無茶苦茶痛手だったよ。すごくいい
奥さんだったから。あんたは飲んだくれの
不摂生で、あんたの面倒は私が最後まで見
るんだと言っていたのに、なんのことはない。

先に逝っちゃって、さ…。それは南極観測
の裏話（笑）。
――理解のある奥様だったんですね。こち
らから見ていると、よく南極に何度も行くな
あと思いますよ。
工藤　これがたまらなく面白いんだよ。自
分にしかできないことがあるって思えるの
が幸せでね。そこにチャレンジしながらこ
こまで来ちゃった。
――南極で生物と言えば、一般人はペンギ
ンを思いますが、先生は何の研究をされて
いるのですか。
工藤　南極の水辺や湖の中で暮らす生き物
を研究している。残念ながら河童がいるわ
けじゃないけど、そんな未知の生き物がい
たらいいなと楽しみにしてる、けど、魚にで
すら出会わない。植物か目で見えない小さ
いものの世界。湖ができたのが6000年ほ
ど前で、縄文時代に南極大陸を覆っていた
氷がスッとなくなって、陸地が出てきたとこ
ろに湖ができた。人間はそのころから農業
を始めて空を飛んで宇宙へ行くまでになっ
たでしょ。小さな生き物もまた湖の中にいろ
んな世界を創ってきているんだよ。そんな
研究だから、いつも驚きがいっぱいなんだ。
――そもそも、生物の研究に越冬って必要
なんですか。真っ暗じゃないですか。寒いし。
工藤　越冬の必要性はある。生き物はね、
一番イキイキしているのは冬が終わった直
後。そこから「やるぞー！」っていうオーラ
を感じることができるんだよ。湖は凍るけど、
氷の下には水があって、寒くても零度くらい
にしかならない。
――生物にしたら快適なんですね。

工藤　そう思うでしょ。それがね一概にそ
うとも言えないというのが最近わかってき
た。そこにはまた別の物語があってさ、一
年中温度が低いとやっぱり生きにくいのよ。
休めないから。
――おお、同じ温度だと休めないんですね。
工藤　凍ったり、溶けたりまた凍ったりして、
夏の間だけ溶けて水があったり、光が当たっ
たりという所に生きている生き物がいるんだ
けど、そいつらは凍っている間は完璧に眠っ
ているの。仮死状態というか休眠状態と言
うんだけどね。そうすると、寿命は無限大
なのよ。すごい生き方を身に着けていて、
呼吸すらしない、何もしないんだ。水で戻
せば、また戻って生き始める。そういうや
り方を身に着けた生き物が、湖と陸地の狭
間にいるの。それを知るためには、やっぱ
り越冬なんだよ。
――なるほど。 生物の領域でも、この50
年で何か大きな発見ってあったんですか。
工藤　生き物が極限の状態でどういう応答
をするかがだんだん見えてきたよね。南極
観測の初めの頃には、南極に何がいるの？
から始まって、それに対して、ここにはこ
んなモノがいるとわかり、次にそれが一体
そこで何をしているの？ という問いになり、
そのQ&Aが連綿と繋がっている。例えば、
動物が海のどこまで潜って、何を食べどん
な行動をしているかがわかってきた。湖の
中にも生き物の世界があるっていうのがわ
かったのは、南極観測を始めて30年～35
年過ぎてから。36年目に入ったら、湖の
中になんか太古の遺跡のような世界がある
じゃんって見つかって、そこから私が越冬し

て40次隊から51次隊くらいまでの間に、生
き物がどう活動しているかがわかってきた。
そして、これはまだ手を付け始めたばかり
なんだけど、じゃあ、湖ができてから6000
年の間、生き物がどういう社会を作って、
どういう風に遷移・変遷してきたかっていう
のを堆積物をとって時間と共に追いかけて
いこうかなと、それを今やっています。
――湖ってみんな同じじゃないんですか。
工藤　湖ごとに形が違う。流域や湖面の面

積や深さなど、サ
イズの違いがあっ
たり。そうすると
蒸発する量だった
り流れ出てくる水
の量とかが違って
くる。物流が違う
と、例えが適切か
アヤシイですけど、
秋田県状態になっ
たり東京都状態に
なったりで、湖の
中の環境がどんど
ん違ってくる。地
球上最高のしょっ
ぱ い 湖 が できた
り、最高に澄んで
綺麗な水を湛えた
り、それは考えて
みると、 ある時、
宇宙で星が誕生し
長い時間をかけて
ちょうどいい塩梅
にあった地球や他
の天体にできてい
るかもしれない生
物社会の縮図を見
ている気がしてい
るんですよ。

――なるほど。
工藤　6000年前に氷で覆われて何もなかっ
た所から、氷が去って穴ぼこがいっぱいで
きた。そこに色々な水や大気が、あるいは
融け水から侵入してきた生き物が入り込ん
で社会を作るわけよ。社会なら、物流が違っ
てくると、6000年の間にはだいぶ様子が違っ
てくるでしょ。海と似たような環境もあれば、
淡水の環境もある、そういった所にそれぞ
れ独特の生き物が活動している。

――そういう中に、無限の寿命を持つもの
もでてきたわけですね。
工藤　そう。融け水と湖の間をつなぐ湿
地。そこには凍っている間は寿命を無限化
して、目覚めると活動再開して生を謳歌す
る、そんな生き物がいるのよ。ところが休
むことなく始終活動しなきゃならない環境
だと、疲れちゃう。活動するとやがて来ちゃ
う寿命で死は免れない。凍結融解を繰り返
す狭間で暮らすやつらって、卵は卵のまま、
子どもは子どものまま、大人は大人のまま
で生命活動を止める、生き物としての時間
を停止させ、モノとして存在するようなんだ。
目覚めるとそこからリスタート。
――そうなりたいとは思わないけれど、興
味あるなあ、寿命無限大。
工藤　面白いでしょ。
――面白い。ところで、今異常気象をもた
らす温室効果ガスについては、生物でなん
とかならないのですか。
工藤　まあ、地表の緑と水中の青に頼るの
かな。紫外線が強烈に地上に降り注いでい
た時代から、水の中で繁殖した生き物たち
は酸素を作って空気中にいっぱい出してき
たわけだよ。地球上の酸素濃度が20％と
かになるまでに、20 億年とか30 億年とかか
かっている。ようやく地上で生きることがで
きる紫外線強度になったところで、人間が
貯まっていた石炭とか石油とかを掘り出して
燃やしちゃった。数億年かかって貯めたも
のを一気に排出しちゃったわけ。当然バラ
ンスがとれなくなって、二酸化炭素は増え
るわけだよ。それをまた青や緑に何とかし
てくれというのは、ものすごく虫のいい話だ
けど。でもやれるとしたら、やっぱり生き物
たちに二酸化炭素を固定してもらう、何億
年かかかるかもしれないけど。それまで人
類は活動停止、絶滅したふりをして進化の
チャンスを待つのかな。

国立極地研究所  創立50周年記念

国立極地研究所　研究教育系生物圏研究グループ教授、グループ長。1963年秋田県出身。筑波大学第二学群生物
学類を卒業、同大学大学院生物科学研究科博士課程から、東京大学大学院理学研究科植物学専攻へ入学しなおし、
修士課程、博士課程を経て、極地研へ。北極の海に張る氷の下の世界を8年研究して、その後は南極へ。40次越
冬隊から毎年南極へ。51次で越冬隊長、55次の夏隊、56次はスペインの基地で。現在は日本で試料を元に研究
を続けている。釣りが好き。釣ってきた魚を料理するのもうまい。「水の中が専門、植物は仕事で動物は趣味」なの
だとか。趣味も趣味の域を超えている。

工藤 栄さん

水の中で暮らす生き物が、
途方もない時間をかけて貯めてきたものを、人間が一気に燃やして、
人間のためにまた緑に頼らざるを得ないのは、なんとも虫のいい話しなのだが。 

20億年、30億年の積み重ね

緑の生き物に頼る未来



2024年2月18日（日）、立川商工会議所会議室において
藤井健志先生を講師に迎えて講演会が行われる
テーマは、なんと「宗教」！

宗教を考えるための第一歩に向かって

宗教の話をしましょう

てます。立川に住んでいると、いたるところで「真如苑」の文字は目に入
りますよね。フラッグだったり、花火とかの寄付名簿を見ると名前が載っ
ていたりするので、存在は知っている。でも中で何をやっているかはわ
からない。僕は、それはとてももったいないことだと思う。真如苑さん
には、立川市や多摩地域のためにもっと働いてもらいたいし、僕も立川
市民ですから、市民としては立川に真如苑さんがあってよかったなと思
いたい。そんな思いでアドバイスをしています。
――ええ。
藤井　ただそれが真如苑さんの布教活動になってはいけないので、宗
教を研究している人への支援や、宗教に関する知識を広める活動を目に
見える形でやれるといいなと思います。
――それにしても、今の日本で宗教を真っ向からテーマにするというの
は勇気がいりますよね。日本人って宗教、いやなんですから。
藤井　日本人は2/3くらいが宗教に関心がないと、よく言われます。で
も本当にそうでしょうか？ 初詣を考えると、明治神宮も成田山新勝寺も、
正月三が日で300万人くらいが参拝すると言われています。それに対し
て年1回行われるイスラムのメッカへの大巡礼は、200万人くらいです。
数だけ見ると、日本の方がはるかに多い。他にも200万人以上が初詣

に集まる社寺がいくつかありますものね。あれは年中行事だと
言う人もいますが、神社やお寺という宗教的な場に行って、1
年の幸せを神仏に祈願して、お賽銭、要するに社寺への献金
をしているわけですから、立派な宗教的行動です。そう考える
と、日本人は非常に宗教的です。
――でも、集まっている人に宗教の意識はありません。
藤井　そこが面白いところです。毎年、初詣に行き、またお
盆やお彼岸に多くの人が墓参りに行っています。これらはすべ
て宗教に絡む行事です。これだけ宗教に関わることをやってい
ながら、それにもかかわらず、自分たちは宗教に無関心だと意
識できるメカニズムが、日本にはあると考えています。それが
何なのかという話をこの講演会でしたいと思っています。
――それは面白いですね。
藤井　それから日本人は宗教にいい加減だとよく言われます。
結婚式はキリスト教の教会で行い、葬式は仏式でやったりする
からね。日本ではごく当たり前のこうしたことを、節操がない
と言う人は結構いるんです。そもそも宗教に無関心だから、ど
うでもいいんだと言う人もいます。でも僕はそうじゃないと思う。
逆転させてみるとわかります。結婚式を仏教のお寺でやり、葬
式をキリスト教の教会でやるっていう人はほとんどいませんよ
ね。だから、いい加減に見えても、そこに実は何かのルールが

webでも同じ記事をご覧いただけます

――大学で宗教学を専門に選ばれたのはなぜですか。就職先があると
は思えないのですが。
藤井　そうですよね、まったく考えてなかった。宗教学の先生が面白かっ
たので、そこへ進んだんです。東大2年の時に、柳川啓一という教授が
いて、その人が授業でこう言ったんですよ。「君たちは宗教のことを宗教
だと思っているだろう。しかし、宗教は文化でもあるんだ」と。なるほど
と思ってね。それからだんだん宗教が面白くなってきました。
――でも、今の日本で宗教の話をするというのは、タブーに近い。
藤井　だからこそ、宗教を考える際の誤解がすごく多いという話をした
いと思っています。
――この講演会の主催は…。
藤井　宗教情報センターです。
――ああ、真如苑さんのプチ研究機関ですね。どの宗教団体もこうし
た研究機関をお持ちだとか。
藤井　そうですね。前もって申し上げておきたいのは、1つには私は真
如苑の信者ではないということ。もう1つには、私は今、宗教情報セン
ターの依頼を受けて、アドバイスなどもしているのですが、こうした真
如苑が持っている世俗的ポテンシャルを引き出せればいいなと思ってい
ることです。というのは、私
は東京学芸大学の副学長を
やっていた時に広報も担当
していて地元の人と会ったり
しました。その時にかなり
ショックだったのは、学芸大
学って東京ドーム6個分くら
いの敷地面積があるのに、
地域の人たちからなんの存
在感も感じないと言われたこ
とでした。考えてみたら、私
自身それまで30年近くこの
大学で教鞭をとっていたけれ
ど、地域との交流は皆無だっ
た。で、やっぱりこれは良く
ないと考えを改めて、学芸大
の特色である豊富なバリエー
ションの先生たちに協力して
いただいて、地域に学校を
開く試みをしました。真如苑
さんも同じではないかと思っ

――なるほど。
藤井　こうして聞いてみると、日本は非常に宗教的でしょう？ それにも
かかわらず、今の日本では宗教がタブーになっているんですね。触れに
くい、話しにくい、考えにくい。非常にもったいないと思います。私は、
宗教は必要なものだと思っているので、宗教のことを抵抗なく考えられ
るような道を開きたいと思っています。その第一歩が今回の講演会です。
――宗教って危険なイメージがあるんです。触らぬ神に祟りなしって言
うじゃないですか。
藤井　そういう場合、宗教という言葉を使っていますが、宗教教団と
同じ意味で使ってますよね。宗教という文化的、社会的なものの一部に
宗教教団がありますが、宗教＝宗教教団ではない。でも現代の日本語
では、宗教という言葉を宗教教団の意味で使い、しかも悪いことをし
た教団のイメージがくっついていることが多い。そこらへんの言葉の問
題が、宗教をタブー化しているんです。そのため宗教の話をしたくても、
言葉の壁に阻まれて跳ね返されるというのが僕の印象です。宗教とはこ
ういうものですよと言いたくても、よくわからないとか、難しいとか、宗
教はなくてもいいからとか、跳ね返されてしまって、ぼくの言いたいこと
がスッと受け取ってもらえない。
――壁は高くて厚いですね。
藤井　でも1人でも2人でも、そうだなと思ってくれる人がいたらいいな
と思います。ぼくにとってではなく、その人にとっていいことなんです。
――自分が本尊だ、自分は弱くないとか言う人がいますよ。
藤井　そうそう、それもよく言われますよね。でもそういう考えも、本
人や周辺の人に死が近づいてきたら、絶対に崩れると確信しています。
――崩れる瞬間でもいいから宗教に触れたらいい？
藤井　まあ、それでもいいのですが、僕は宗教にはそれ以上のものが
あると思うんです。できれば早い時から宗教に触れながら生きていった
方が、楽しいんじゃないかなと思いますね。
――今度の講演会、楽しみにしています。せっかく生まれてきたのだか
ら、楽しく生きた方がいいですね。ありがとうございました。

あるんですよ。このルールは、日本人だったら絶対に間違えない。
――なんだろう、その不文律。
藤井　ぜひ講演会へいらしてください。
――ほかにどんなお話をなさるのですか。
藤井　幕末ぐらいから現代にいたるまでの間に生まれた宗教教
団を、新興宗教とか新宗教と言いますが、天理教や創価学会、
真如苑も新宗教の1つだと私たち研究者は考えています。こう
した新宗教の信者は、全体でどれくらいいると思いますか。
――500万人以上いるのではないですか。
藤井　新宗教を全部合わせると、信者数は１千万人以上いると考えられ
ています。日本の人口の10％以上ですね。これに比べると、キリスト教
は100万人あまりで、人口の約1％です。新宗教にはこれだけの信者が
いるのに、学校ではほとんど教えないでしょ。これはおかしいと思いま
すね。
――でも大本教などは日本史で触れますよ。
藤井　弾圧を受けたということだけでしょ。大本は今でもありますよ。
他にも大きな教団はかなりあります。それだけ社会的には大きな存在な
のに、知らない人が多いです。
――昨今報道されている宗教団体があんなにお金を持っていたことも、
その資金の集め方も知りませんでしたからね。
藤井　もっと知られていないのは、日本の新宗教の信者が海外にもと
ても多いということです。例えば韓国では、創価学会の信者が150万人
くらいいると言われています。もちろん韓国人です。150万人って結構な
数字だと思いますね。
――ええ、韓国の人口が５千万強ですから。
藤井　こうしたことを日本人はもっと知ったほうがいいと僕は思っていま
す。多くの日本人が知らないことが、実際に宗教の世界で起こっている
んです。
――新宗教の信者は熱心に信仰しているかもしれませんが、それ以前
の、例えばお寺の檀家さんなどは信心しているつもりはないと思います。
藤井　まあ、そうですね。でもね、例えば浄土真宗では「説教」の伝
統が残っている所がありますよ。いまだに全国をお坊さんが回っていて、
阿弥陀仏や親鸞についての教えを説いている、つまり説教ですね。そ
の話し方が１つのモデルになって落語が生まれたと言われています。明
治以降は説教が真面目な話になってしまうんですが、それ以前は真面
目な話だけでは人が集まらない。宗教って娯楽の要素がありますから、
面白くなきゃ人は来ないんですよ。歌舞伎のセリフもそういう所から生ま
れてきた部分もあるんです。このような意味では、宗教は日本の文化に
深く入り込んでいるんです。

1954（昭和29）年生まれ。東京出身。練馬区で育ったが、当時の練馬は近所で牛
を飼っているような所だった。小中学校は石神井で過ごし、都立西高校から東京大
学へ行く。東大では文学部宗教学科で学び、宗教学、日本宗教史を研究した。30
歳で東京学芸大学へ、以後は学生に宗教社会学を教え、図書館長、副学長を経て
現在は名誉教授。

藤井健志さん

上のQRコードか
こちらの申し込みサイトURLからどうぞ

https://dx-mice.jp/EZEntry/cir-seminar/Entry

講演会の申し込み



Ｊ：ＣＯＭ 多摩：11ch・111ch

スカパー！で放送の常楽我浄は
スマホアプリ「スカパー！番組表」（無料）で視聴できます。

えくてびあんの輪えくてびあんの輪

入船茶屋
串揚割烹 トントン
不動産 コマツホーム
芹沢ガラス店
かみゆい処 わ
ホテル ほまれ
ヘアーサロン オオヌキ
中国四川料理 山城
酒歩 たから
リサイクル着物 着楽堂
天婦羅・うなぎ 良銀
ギャラリー きらら
生活雑貨 EAST END
特むし銘茶・海苔 菊川園
ジョイフルプラザ
めん心 堤屋
hoccori* café
立川わかば整骨院
中華小皿料理 得得屋
Fashion You Me
石原薬局
サイクルハウス 輪輪館
（株）正盛堂
小林歯科クリニック
ビューティーサロン ウィスタリア
オリオン書房 サザン店
ステーキとハンバーグのお店 WISH BONE
西武信用金庫 立川南口支店
多摩信用金庫 南口支店
リオネットセンター立川
りそな銀行 立川支店
オリオン書房 アレア店
ほっとすぺーす 中屋
立川ワシントンホテル
Coffee Shop LARGO
のーかる・バザール
ジバー・カフェ
BAKU BAKU
喫茶 ギャラリー花
髪職人 YOSHIZAWA
矢沢歯科
キッチンコート立川店
LaLaLa
酒 醍醐
スープ・カフェ なんでもない日
武本測量（株）
立川市柴崎市民体育館

（株）浅見酒店
西村歯科クリニック
井上レディースクリニック
中華レストラン 東華園
有料老人ホーム サンビナス立川
飯塚花店
うさぎ専門店 ラッキーラビット
ぴーぴー K70
（株）ホーミー
カフェ・貸しホール ばくだん畑
トロピカル・ジーナ
波多野米店
立川市社会福祉協議会
立川市歴史民俗資料館

524-6266
524-4521
525-5811
522-3065
522-8202
523-0588
528-0809
512-8356
528-1510
523-9702
522-6702
522-3913
523-9636
526-2035
529-2772
525-6602
595-8379
526-8518
528-1060
523-1640
523-4067
522-8100
522-2328
527-8217
527-1116
525-3111
527-7199
529-1311
528-2211
523-3321
522-4161
521-2211
522-2932
548-3380
525-6704
548-2511
548-2511
527-2721
524-3668
522-5593
525-6600
540-1131

090-2564-3198
522-4926
523-5114
524-7731
523-5770

522-2823
519-9501
529-0111
529-0458
527-8866
522-5684
524-6054
525-3623
522-2220
522-2214
512-7210
522-2884
529-8323
525-0860

柴
崎
町

えくてびあんはリストのお店にあります。
今月は 柴崎町・富士見町 のお店です。

富
士
見
町

無断転載を禁じます。
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新春の光を浴びて（柴崎町）
　2019年1月に残堀川で撮った写真です。撮影
したカメラマンに、この写真に何かコメントがあ
るかどうか尋ねてみると、しみじみと「最近はサ
ギの数が減ったよねえ。だいぶ捕まっちゃったか
らね…」と。冗談はさておき、サギ（鳥）の数は年
によって多かったり少なかったり。清流より栄養
豊富な流れに飛来すると言います。多摩川に、カ
ワウとシラサギが群れているのを見かけることが
よくありましたが、今冬は、それほど数がいるよ
うに見えません。川がきれいになったからとも言
えますが、別の理由があるなら知りたいところで
す。シラサギという呼称は、羽の白いサギの総称
だとか。この写真に写るサギたちは、くちばしが
黄色くて目元も黄色いダイサギと、くちばしが黒
く目元が黄色、足の指が黄色いコサギの冬の装
いのようです。

◆えくてびあんは新年号になりました。2024 年
もどうぞよろしくお願い申し上げます。創刊40周
年も半ばまでやってまいりました。先ごろ昔撮っ
たフィルム写真をデータ化したのですが、立川の
今昔がよくわかります。岸中市長、青木市長時
代が最初の激変時代、次に立飛さんが自社の敷
地を社会資本財としたところから、さらに立川が
変わりました。この流れの中に身を置いてきたえ
くてびあん。えくてびあん流にしか立川を捉えて
いませんが、それでもそれは立川の一片に違い
ない◆2001年に開設した「多摩てばこネット」も
23年を迎えます。試行錯誤しながら、こちらも
立川の今を伝え続けています。月刊えくてびあ
んは40周年を記念して「えくてびあんnote」を開
設。掲載しきれなかった写真や情報をアップして
います。今回は表紙になったコサギの、夏の装い
も掲載しました◆40年、数えきれないほどたく
さんの方 と々お話をしてきました。いつも教えて
いただくことばかり。えくてびあんのスローガンは
創刊当時から「立川と語ろう 立川に生きよう」で
す。えくてびあんを読めば立川の歴史がわかると
言われるように、これからも立川の今と向き合っ
ていきたいと思います。 

えくてびあんスタッフ一同

詳しい内容はQRコードからどうぞ

　立川消防署（平本隆司署長）は、１１月９日（木）に秋の火災予防
運動に伴い、防火のつどいを開催。第１部として日頃から地域及び
事業所等において防火防災に功績のある方々に対する表彰を実施し

ました。また、第２部と
して火災予防コンサート
と題し表彰式後には管内
にある国立音楽大学の卒
業生による管楽器演奏が披露されました。クラシックや日本の歌謡
曲など計７曲が演奏され、演奏後の鳴り止まない拍手により、アン
コールも行われました。会場の方は「生の音楽にとても感動しました。
私が子どもの頃によく聴いていた曲も演奏されたので嬉しかったで
す。いい表彰式になりました」と話していました。　　　　　　　　
　　　　　　　　　     　　   （文章、写真ともに立川消防署提供）

　サンサンロードで挑戦が続いています。11月4日にたちきたエリアマ
ネジメントが主催したイベント。今回は野菜BBQを取り入れたベジフェ
スでした。立川産の野菜を多くの方に提供し、召し上がっていただきま
した。お昼ごろになるとキッチンカーにも野菜の山にもたくさん人が集
まって、盛況に終わりました。立川って農業の街なんですね！

立川南口ワンダーランド
　11月23日、 今
年は晴れて、早い
時間から親子連れ
が南口を回る姿が
見られました。お
店オリジナル「た
ちモンカード」を
集めながら、メイ
ン会場で美味しい
ものを食べたり、楽しい余興を観たり。国内唯一の商店街トレカ。簡単なルールを学んで、南口を愉し
む1日になりました。

たちきたエリアマネジメントの
ベジフェス防火のつどい

　11月は火災予防週間がありましたから、消防ネタが
山盛りです。立川消防少年団では、11月12日に夜間の
見回りをしました。小学1年生から高校生までが2班に

分かれて、曙町か
ら高松町へグルっ
と一回り。拍子木
を打ち鳴らしなが
ら、寒くなる時期、
火災予防を啓発して歩きました。また、消防少年団では、団員たちが「消
防すごろく」を作成。11月より各種イベントで配布しています。えくてび
あんnoteからもダウンロードできます。

消防少年団の活動

　新宿西口思い出横丁にある純喫茶『但馬屋珈琲店』をご存じです
か？その但馬屋珈琲店が、立飛の倉庫群の中に焙煎所を新設、10

月31日から
稼 働してい
ま す。 立 飛
焙煎所では
30㎏の大型
コーヒー焙煎機を導入。より多くのお客様にこだわりの
コーヒーを味わっていただくことができるようになった
そうです。詳しい内容はえくてびあんnoteをご覧くだ
さい。

不思議な所に珈琲焙煎所

氷の下の掘削計画 

新春だ、楽しもう！

1日だけのレストラン

　恒例の「新春！立飛ふれあいフェスタ」が開催されます。場
所はアリーナ立川立飛とドーム立川立飛。日時は１月８日（祝）
10時から15時まで。大人気の軽食配布は10時半から。今年
は焼き芋もあるそうです。なくなり次第終了ですからお早目に。
午後からは、毎年美しいパフォーマンスを見せてくれる東京女
子体育大学新体操部の登場です。公共交通機関を利用してい
らしてください。
お問い合わせは立飛ホールディングス 地域貢献推進室へ。 
TEL 042-536-1111（代表）

　11月25日、西砂町の鈴木農園のお庭で、コロナ前から行
われていた「1日だけのレストラン」が久しぶりに開催されまし
た。オープン前から列ができ、11時にはたくさんのお客様。
おいしいもの、珍しいものでわいわいガヤガヤ。ミニコンサー
トも行われ、平和なイベントとなりました。いつもはきれい
な赤に紅葉している木々が緑なのも印象的でした。　

　南極大陸の西半球部である西南極では、氷床の融解が始まっており、将来の温暖化による大幅な海
面上昇が懸念されています。地球の過去には温暖期があり、その時に西南極氷床がどの程度内陸まで
融解していたかを知ることで、近未来の氷床融解と海面上昇の予測の基礎となる重要な科学的知見を引
き出します。そのプロジェクトに極地研の菅沼悠介教授が、日本からの3名の研究者の1人として参加し
ます。詳細はえくてびあんnoteをご覧ください。お問い合わせは国立極地研究所 広報室へ。 

第14回あすなろフェスタ
　11月26日、サンサンロードで第14回あすなろフェスタが
開催されました。立川拘置所長の挨拶に始まり、各来賓の祝
辞があってテープカット。オープニングアクトのあとは、みな
さんお楽しみ、立川拘置所矯正展、刑務所作業製品のブー
スや飲食コーナー、立川らしいあすなろフェスタを愉しむこと
ができました。

（
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立川と語ろう  立川に生きよう

表紙／新年の光を浴びて（残堀川）

宗教の誤解を解きたい

銭湯の絵

創刊から40年ー⑧

　����年�月末に、柴崎町にあった高砂湯が閉店しました。えくてびあん����年�月号には、
高砂湯は「昭和�年創業、立川一の老舗である」と書いてあります。時代の流れとはいえ、
寂しいことです。えくてびあん同号には、立川のお湯やさんの背景画ほとんどを手掛けた丸
山清人さん、その若き姿も掲載されています。丸山さんと言えば、数少ない銭湯背景画絵師。
立川市立第六小学校では丸山さんを迎えて「銭湯絵教室」を開催していました。お風呂の
壁画と言えば富士山ですが、竜宮もそのテーマのひとつだったのだなあとかつての掲載写真
を見て、改めて思いました。
　季節は冬。身も心も温まりたい。そんな時に銭湯はありがたい存在。スーパー銭湯もいい
けれど、こじんまりして生活の一部になっているお湯やさんが、やっぱり身近でいいですね。
　さて前号に北口駅前のペデストリアンデッキを取り上げました。初代のペデストリアンデッキ
は青（水色）でした。赤になった時は衝撃でしたが、今となるとなかなかいい色
ですよね。

えくてびあんの写真から

他の写真はこちらで


